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出典：栃木県「栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査」

観光客入込数の推移
• コロナ禍の影響でR2年に大きく減少した後、年々回復はしているが、コロ
ナ禍前の水準には戻り切れていない。（約９割程度まで回復）

• 月別では、冬季（12月～２月）が閑散期となっている。
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出典：栃木県「栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査」

観光客宿泊数の推移
• コロナ禍で大きく減少したが、R6年にはコロナ禍前のR元年の数を上回った。
• 入込数と同様に冬期（12月～２月）が閑散期となっている。
• ４市町（日光市、那須町、宇都宮市、那須塩原市）で県全体の宿泊数の約９割を占めている。
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出典：栃木県「栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査」

観光客宿泊数（外国人）の推移
• コロナ禍で大きく減少したが、その後急速に回復し、R6年には過去最高の27.9
万人となった。

• 月別では紅葉時期（10月・11月）が多いが、その他の時期で大きな繁閑差はない。
• 日光市だけで県全体の外国人宿泊数の約６割を占める。
• 宿泊数全体に占める外国人の割合は３％程度
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出典：栃木県「栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査」

国・地域別外国人宿泊者数
• 国・地域別では台湾が最も多く、アジア・中東で全体の約６割を占めている。
• コロナ禍前の令和元年と比較しても国別の構成に大きな変化はない。

R6（2024）年国・地域別外国人宿泊数（構成比） R元（2019）年国・地域別外国人宿泊数（構成比）
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出典：「共通基準による全国観光入込客統計」

観光消費額の推移
• コロナ禍で大幅に減少したが、その後増加を続け、R5年にはコロナ禍前を
上回り、R6年には過去最高を更新する約9,656億円となった。
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出典：厚生労働省「雇用動向調査」

離職率の状況
• 宿泊業、飲食サービス業の離職率は、コロナ禍前から高い状況が続いている。
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出典：厚生労働省「令和６年賃金構造基本統計調査」

賃金の状況
• 宿泊業・飲食サービス業の賃金は全産業中、最も低い水準となっている。
• 本県の宿泊業・飲食サービス業の賃金は全国では８番目に高い状況にある。

※年間賃金（万円）

※年間賃金（万円）
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県内のDMO

地域連携DMO （公社）栃木県観光物産協会（R 2. 1.14～）

地域DMO （株） 大田原ツーリズム （H30.12.21～）
（一社）日光市観光協会 （R 5. 9.26～）
（一社）那須町観光協会 （R 5. 9.26～）
（一社）佐野市観光協会 （R 5. 3.31～）
（一社）ましこラボ （R 6. 3.29～）
（一社）足利市観光協会 （R 6. 3.29～）
（一社）那須塩原市観光局 （R 6. 3.29～）

• DMOは地域連携DMO１団体、地域DMO７団体の計８団体となっている。
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新とちぎ観光立県戦略（概要） 27
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現行戦略の目標値達成状況
• 外国人宿泊者数、観光消費額は目標値を上回っている。
• 入込数、宿泊数については目標値まで達していない。

目標値：9,559万人 目標値：863万人

目標値：27.4万人 目標値：7,087億円
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３本県観光の動向
～令和６年度観光動態調査結果～
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

n＝2,541

日帰り

居住地 年代・性別 滞在時間

R6観光動態調査結果（日帰り①）
• 本県住民が約半数を占め、関東地方の都県で９割以上を占める。
• 年代別では男女ともに年代が上がるほど、来県者が多い。
• 滞在時間が４時間未満が約半数を占める。（平均滞在時間3時間52分）
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

n＝2,541

日帰り

来訪回数 同行者の関係

平均消費額

R6観光動態調査結果（日帰り②）
• リピーターが多数を占め、初めての来訪は１割未満
• 家族や夫婦等、複数人のグループが多数であり、ひとり旅は約１割程度
• 消費額は１人当たり平均7,461円となり、土産代や飲食費、交通費の割合が高い。
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

旅行先に選んだ理由

R6観光動態調査結果（日帰り③）
• 目的は買い物が最も多く、次いで自然景観や歴史的・文化的な施設となってい
る。

• 年代別の情報源は、年代があがるほど経験の割合が増えるが、10代～30代では
SNSが決め手となった割合も約２割を占める。
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年代別 旅行先に決め手となった情報源

以前来訪した際の経験 家族、友人等からの紹介

SNS（X、Instagram等） 公式Webサイト
テレビ・映画等 旅行雑誌・パンフレット

動画サイト(YouTube等） ビジネス・帰省等

宿泊予約サイト その他
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

n＝1,119

宿泊

居住地
宿泊日数

年代・性別

R6観光動態調査結果（宿泊①）
• 首都圏（東京、埼玉、千葉、神奈川）で約６割、北関東を含めた関東地方で７割以上
• 男女ともに年代が上がるほど割合が増える傾向
• 泊数は１泊が最も多く全体の約８割。平均すると1.24泊となっている
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

n＝1,119

宿泊

来訪回数 同行者の関係

平均消費額

R6観光動態調査結果（宿泊②）
• リピーターの割合が多く、初めての割合は１割程度
• 夫婦旅行が最も多く全体の約３割、複数人での宿泊が９割以上であり、ひとり
旅は１割未満（５％）

• 消費額は平均34,799円であり、宿泊費が最も高く、次いで交通費、飲食費、土産
代となっている。
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」
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年代別 旅行先に決め手となった情報源

以前来訪した際の経験 家族、友人等からの紹介

SNS（X、Instagram等） 公式Webサイト
テレビ・映画等 旅行雑誌・パンフレット

動画サイト(YouTube等） ビジネス・帰省等

宿泊予約サイト その他

旅行先に選んだ理由

R6観光動態調査結果（宿泊③）
• 目的は温泉が約半数を占める。次いで自然景観、歴史的・文化的な施設
• 年代別の情報源はいずれも自身の経験が最も多いが、10代～30代はSNSの割
合が他の年代と比べ高い傾向がある。
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

n＝547

インバウンド

年代 性別 同行者の関係

R6観光動態調査結果（外国人①）
• 10代～30代で全体の約７割となっており、若者の割合が多い。
• 男女別ではほぼ半々であり、家族等の複数人での訪問が全体の約９割を占め、
ひとり旅は約１割程度
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

n＝547

インバウンド

前日の宿泊地 当日の宿泊地

※栃木拠点型・・・前日の宿泊地、当日の宿泊地ともに栃木と回答した人
※東京拠点型・・・前日の宿泊地、当日の宿泊地ともに東京と回答した人

R6観光動態調査結果（外国人②）
• 宿泊地は前日、当日ともに本県宿泊は約３割程度、東京が約半数を占める。
• 前日、当日ともに本県に宿泊する栃木拠点型は全体の約１割程度
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平均消費額（１人当たり）単位：円
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本県での目的 n＝547（複数回答可）

出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

R6観光動態調査結果（外国人③）
• 訪問は初めて（１回目）が約９割であり、リピーターはほぼいない
• 目的は「自然」、「食・酒」、「歴史・文化・生活」の割合が高い
• １人あたりの消費額は110,779円となっており、項目別では宿泊費、買物代
の割合が高い

n＝547
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20,355 
10,368 10,524 

29,907 
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110,779 

宿泊費 飲食費 交通費 娯楽等サービス費 買物代 その他 消費額合計

n=493



本県への訪問手配方法 本県への訪問手配手段

本県への訪問を決めた時期

出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

R6観光動態調査結果（外国人④）
• 訪問手法は個人手配が約８割、手配手段としてはウェブサイトが約８割
• 訪問を決めた時期は日本出発前（旅マエ）が約８割であり、到着後（旅ナカ）
は約２割にとどまっている。
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食事施設 宿泊施設 観光施設 交通機関 案内標識

改善要望 外国語表記 外国語でのコミュニケーション
キャッシュレス決済 Wi－Fi
観光情報の得やすさ スタッフのホスピタリティ
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出典：栃木県「令和６（2024）年度栃木県観光動態調査」

R6観光動態調査結果（外国人⑤）
• 改善要望は、宿泊施設における外国語でのコミュニケーションが突出して高
く、特に東南アジアからの要望が多い。

• 他の施設等では外国語表記への改善要望が多い。
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４全国における本県観光の位置
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R1 R2 R3 R4 R5

国内旅行消費額〔観光・レジャー目的〕（億円） 全国平均 ３大都市圏平均 地方部平均 栃木県

出典：観光庁「旅行・観光消費動向調査」

旅行・観光消費動向調査①
• 国内旅行消費額は全国平均を上回り、R5年の全国順位は11位となっている。
• 北関東３県で比較すると、本県が最も消費額が高い。
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出典：観光庁「2023年旅行・観光消費動向調査」
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旅行・観光消費動向調査②
• 費目別では宿泊費が最も高く、次いで交通費、飲食費となっている。
• 費目別の割合では宿泊費の割合が最も高く、全国平均を上回っている。
• 団体・パックツアー料金や買物代などの割合が全国平均よりも低い。
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出典：観光庁「2023年旅行・観光消費動向調査」

旅行・観光消費動向調査③
• 消費単価は地方部を下回り、R5年の全国順位は28位となっている。
• 北関東３県で比較すると、本県が最も消費単価が高い。
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出典：観光庁「2023年旅行・観光消費動向調査」

旅行・観光消費動向調査④
• 費目別では宿泊費単価が最も高く、次いで交通費、飲食費となっている。
• 宿泊費単価のみ全国平均を上回っている。

R5費目別割合比較
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出典：観光庁「宿泊旅行統計調査」を基に栃木県が作成（R6年は速報値）

宿泊旅行統計調査（日本人）
• 日本人宿泊者数は全国平均を上回り、R6年の全国順位は13位となっている。
• 北関東３県で比較すると、本県が最も宿泊者数が多い状況にある。
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50 65 107 
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インバウンド旅行消費額推移〔観光・レジャー目的〕（億円） 全国平均 ３大都市圏平均 地方部平均 栃木県

インバウンド消費動向調査①
• 地方部平均を大きく下回っており、R6年の全国順位は29位となっている。
• 北関東の中では最も消費額が多いが、３県とも全国順位は低い状況
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※R5の調査対象期間は４月～12月
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インバウンド消費動向調査②
• いずれの費目でも地方部平均を下回っている。
• 費目別割合では宿泊費が46％を占めており、地方部平均等よりも割合が高
い。一方、買物代の割合が低い。
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出典：観光庁「インバウンド消費動向調査」

インバウンド消費動向調査③
• 消費単価は地方部を下回り、R6年の全国順位は39位となっている。
• 北関東３県で比較すると、本県が最も消費単価が低い。
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R6都道府県別 インバウンド旅行消費単価〔観光・レジャー目的〕（万円/人）
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出典：観光庁「2024年インバウンド消費動向調査」

インバウンド消費動向調査④
• 費目別では宿泊費単価が最も高く、次いで飲食費、買物代となっている。
• いずれの費目も地方部を下回っている。

R6費目別割合比較
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５本県観光の主な課題
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主な課題【持続可能な観光地づくり】

⇒人口減少社会において、人手不足の大幅な回復は見込めないことから、デジタル技
術等を活用した経営の合理化・効率化を支援していく必要がある。

⇒将来の観光産業を担う若い世代の観光人材育成を図っていく必要がある。
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宿泊業の離職率は依然として高く、人材不足が深刻化している。（全国的に宿泊業を中
心に欠員率が高く、慢性的な人材不足の状況）

安全・安心な観光地づくりを推進するため、自然災害やコロナのような感染症が再び
発生した場合等を想定した対応策の検討が必要となっている。

⇒県域や市町等における観光危機管理の取組を推進する必要がある。

今後も国内外から選ばれる観光地となるためには、受入環境整備の推進や戦略的な観
光地経営が求められる。

⇒インバウンド観光客や高齢者、障害者等、多様なニーズに対応できる受入環境整備
を地域一体となって推進していく必要がある。

⇒観光地へのアクセスの利便性向上を図っていく必要がある。

⇒データに基づく観光地経営を支援していくとともに、観光地づくりの司令塔となる
DMOの機能強化を図っていく必要がある。



主な課題【国内誘客】

⇒県内周遊の促進やコンテンツの掘り起こし、磨き上げ等を通して滞在時間の長期化
や宿泊数の増加を図っていく必要である。
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観光消費額は都道府県の中でも上位に位置しているが、日帰り客が多いため消費単価
は低い。

依然として年間を通した繁閑差が大きく、特に冬場が閑散期となっている。

⇒旅行需要の平準化を図る取組を推進していく必要がある。

⇒冬期に観光客を呼び込めるコンテンツの掘り起こし、磨き上げ等を行う必要がある。

人口減少により長期的には日本人による国内旅行の市場規模は縮小が予想される。

⇒本県観光を支えている首都圏からの誘客は引き続き力を入れていくとともに、本県
への来訪回数を増やしていく必要がある。

⇒デジタルとリアルを組み合わせた効果的なプロモーションを実施することで、本県
への誘客を促進していく必要がある。

⇒首都圏以外からの新たな観光需要についても開拓していく必要がある。



主な課題【インバウンド誘客】

⇒インバウンド観光客を増加させるため、引き続き海外への的確なプロモーション
や広域連携による誘客を行っていく必要がある。

⇒本県への訪問を日本到着後に決めた割合が約25％となっていることから、旅ナカで
のプロモーションにも力を入れ、本県への誘客を促進する必要がある。

⇒栃木ならではの観光サービス高付加価値化と滞在長期化等の取組により、インバウ
ンドの旺盛な需要を取り込み、消費単価を伸ばしていく必要がある。
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本県の外国人宿泊数は過去最高を記録したが、宿泊数や消費額は地方部（３大都市圏
以外の道県）の平均を下回っている。

インバウンド受入環境の整備が求められている。（特に本県を訪れた外国人観光客の多くが、
宿泊施設における外国語でのコミュニケーションの改善を求めている。）

⇒多様な文化・習慣（食や宗教的習慣等）に対応できる受入環境整備を進めるほか、
インバウンド観光客が増加することによるトラブルの未然防止についても検討して
いく必要がある。

⇒外国人材やデジタル技術の活用等を推進していく必要がある。


